
平成23年歯科疾患実態調査 

成人歯科検診事業拡充 
■ 成人歯科検診事業の概要 

歯を失う主な原因のむし歯と歯周病対策として、歯周病の早期発見・
早期治療とあわせて、歯間ブラシ等を用いた、具体的な口腔内の清掃
方法の指導による歯周病予防に重点を置き、症状が悪化する前の受診
機会を多く提供することで、市民がいつまでも食べることを楽しめる
よう、生涯にわたる口腔の健康を維持する。 

対象年齢：４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳 
自己負担金：５００円 
 
実施場所：市内の成人歯科検診実施医療機関 
内容：問診・口腔内診査・口腔衛生指導（歯みがきポイント） 

＊市民税非課税世帯・生活保護世帯等に属する方は、 
 事前に保健センターへ申請すれば無料。 

■ 平成２９年度予算要求内容 

● 対象年齢に ３０歳・３５歳 を加える。 

（３０歳・３５歳・４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳） 

●むし歯・歯肉炎・歯周病の減少 
●生涯にわたる健康の保持増進 

歯周病の
早期発見 
早期治療 
が重要！ 

歯周病予防 
が重要！ 

【目的】 

(%) 

 

８０２０（８０歳で２０本以上
の歯を保つ）でいつまでも元気
に過ごしましょう。 
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歯肉に炎症所見などのある者の割合 4mm以上の歯周ポケットを有する者の割合 


